
日 本 短 角 種 子 牛 の ビ ロ プ ラ ズ マ 病 予 防 対 策

め

予
応

　

た
奨

た
　
対

　

し

及

る

り
在

　
討

督

す

よ
現
　

検

で

進

に

の
　

し

の

推

用

め
　

拭

た

を

使

た

る
供

し

牧

年

る

あ
を
明

放

連

す

で
剤

判

の
防

法
製

も

り

剤
予

手

卜

法

あ

虫

を

な

一
用

で
原
病

実

レ
応

病

抗
本

確

ユ
の

牧

一
　

も
チ

そ

放

同

る

と
セ

な

は
れ

つ
ア
れ

要
生

き

も

ン

ら

主

発
察

が
ジ

図

は

の
推

与

す

が

病

病

と

投

ミ
制

マ
本

の
的

ジ

抑

ズ
　

も

画

い

と

ラ

る
る

計

な

減

プ

い
よ

の
少

軽

口

て
に
剤

の
症

ピ

っ
と

虫

用

発

の
な

こ
原

応

の

牛

と
た

抗
的

病

い

子

害

し
　

防

本

た

種

距
下

は
予

く

し

角

な
低

法

　

し
供

短

き
が

方

で
著

に

本

大
果

な

こ
　

項

日

も
効

能

そ

果

事

に
防

可
　

結

励

( 首 試  外 山 分 場 )

8 頭 と 小 石 川 放 牧 地 に

3 か 年 検 討 し た 結 果,

予 防 効 果 は 明 ら か に 低

血 抑 制 効 果 は 著 し い。
3 ～ 4 週 目,  2 回 目 が

た。
飼 養 場 で の 処 置 と し て

の 投 与 に よ り 日 増 体 重

8 - ア ミ ノ キ ノ リ ン 製 剤 の 予 防 効

こ と か ら 日 常 看 視 に も 十 分 留 意 す

2 7 % を 目 安 と し,  運効 性 で あ る

1 背 景 と ね ら い

2 技 術 の 内 容

( 1 )

( 2 )

3 指 導 上 の 留 意 点

( 1 )

( 2 )

( 3 )

4 参 考 資 料

5 試 験 成 績

洵　噴　
て，　強撤
　め軸
　
つた。た。柳

子

　

つ
　

つ
　

減

が

　

を
　

　

か

つ

産

。
に
　

よ
　

軽

回

た
。
果
く
，
　

な
か

り
，

春

る
重

　

に
　

症

初

れ
効

な

　

れ
な

な

く

あ
体

　

用

　
発

は

さ

分
が

　

ら
れ

と

種

で
増

　

使

　

の
，期

断

充
差

　

み
ら

か

角

頭
日
　

年

　

剤

時
判

で
に
　

は

み
ら

短

３
と
　

連

　

製

　

と

ｇ
問

　

応
は

き

本

２
状

　

の
　

卜

る
期

Ｋ
の
　

反
下

あ

日

４
性

　

剤

　

一
あ
適

／
と

　

副
低

が

の
牛
液

　

製

　

レ

で
が

ｇ
法

　

い
の
係

産

問
血

　

ン

　

ユ
要
頃

ｍ
常

た

し
果

聞

場

民

い
　

リ

　

テ
必

目

５
は

つ
著
効

の

分

る
用

　

ノ
　

セ

回

週

は
法

あ

る
も
重

山

れ
を

。
キ

　

ア

２

４
量
射

で
よ

て
体

た
。

外

さ
牛

た

ノ
　

ン

は
後

与
注

法

に
し
瑠

れ

試

牧
験

得

ミ

。
ジ

数

与

投
下

手

法
用

日
さ

畜

放
試

を

ア
た

す
回
投

的
皮

な
方
連

と
警

・・
　

の
練

〕
し

ミ
与

回

防
側

用

の
年

血

改

牛

　
ら

成

８
下

ジ

投

初

予
頭

有

こ
３
貧

が

試

　
れ

の

供

　

ウ」
次

ア
　

イ

ウ

　

エ
オ

　

カ
キ

ク

，
　
い
　

ね

る

し

　
な

　

む

す

尭

　

で
　

お
意

多

る

の
　

お
注

が

す
も

　

は

に

痛

用

る
　

値

う

マ
応

す

　

ｔ
よ

ズ

で
制

　

Ｈ
い

ラ
地
抑

　

均

な

プ

牧

に
　

平

し

口
放
全

　

の
失

ビ

い
完

　

期

を

は

な
を

　

時

期

与

れ
血

　

与

時

投

ら
食

　

投

ら

の

み
は

　

の
か

剤

が
剤

　

剤

と

本

果
本

る
本

こ

３

９

７

７

９

９

１

４

１

８
　

録

７
　

　

　

９
録
収

７
　

　

８

１
収

会

６
９
　
　
　
７

　

△
至
表

１
７
１
１

４
９
旨

表

発

７
９
　

７

６
１

要

発
績

９
１
１
９

９
　

会

績

業

１
　

３
１

１
３
学

業
産

９
　

　

　

　

医

産
畜

０
２
究

４

７
親

獣

畜
医

３
　

研

２

ユ
会

回

医

獣

誌

の
　

　

獣

７
獣

県

議
会
産
誌

誌

岩

９
県
手

会
獣

畜
会

会

　

第

手
岩

獣

日
　
獣

獣
他

　

岩

日他卿日
日郎
　
他

雄
敏
正

三
男

四
志

　

二

思
明
　
省

光

宏

清

厚
純

原

日
向
野

野
野

橋

巽

日

石
岩

淵
中

大

沢

高

千
山

１

２

３

４

５

６

７

８

９

表-1 平 均Htと DGの 相関

D G 放牧 期 間 5 ～ 6 月 6 ～ 7 月 7 ～ 8 月 8 ～ 9 月 9 ～ 1 0 月

入牧迄のDC 0.1備 0,0240。291

Ｈ
の
平
均

5～ 8月

6～ 8月

6～ 7月

o.335

o.274     -      _   0.497※ ※  0.216    0.147

o.334     -    o.328   0.587米 ※  0.223    0.144

0.529

※ ※ Pく 0.01
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経過 日蚊 0  7 14 21 27   42  52   68 85 91 119

入 牧 -6月 ―一―→ -7月 ―一→ ………8月 ―一一→ ― F―

図-1 ジ ミナジンと8-ア ミノキノリン製剤 1回 技与によるHtと Tコの比較

― 筋注

月/ 日 ∽ 2 6/12  7ん

ロー2 抗 原虫剤投与部位別Htと TBの 推移

H t

60

40

2 t l

放牧経過

-5-5政 /ヒ
中 10-5噌 /kg
●…………●10-104/kg

検査月日 5/22     6/14      7/8

図―

表- 2

3 投 与量の異なるグルーブ間のHtと Tg推 移

‐厳放牧牛 (小石川 )の月別貧血牛の発生顕数

85年 8アミノキノリン製剤投与

85'86年 ジミナジンアセチェレート製剤

2回投与

蚊 ・%

分区
6  月          7  月          8  月

放牧頭数 156     166     101       142     161      98        -    157      96

18      17      11        26      35      19        -      6       2

7   4    7    13   16   2    -   1    2

7   4    1    17   4   5    -   1    3

0 1 0  1 6 2 0  - o  o

H 〔

21.5-23

1 9 . 5 ～2 1

17.5-19

1 7 以下
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